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２
０
２
４
年
４
月
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

始
動
に
伴
っ
て
、
１
年
生
が
所
属
す
る
ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
、
２
～
４
年
生
が
所
属
す
る

体
育
学
部
、
教
育
学
部
の
３
学
部
体
制
と
な

り
、
27
年
度
か
ら
２
学
部
と
な
る
。

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
は
１
学
科
６
コ
ー
ス

制
。
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
に
、「
ス
ポ
ー
ツ
教

育
」「
体
育
科
教
育
」「
ス
ポ
ー
ツ
心
理
・
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」「
健
康
科
学
」「
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
各
コ
ー
ス
が
置
か
れ
、

コ
ー
ス
に
所
属
す
る
時
期
は
現
在
の
３
年
次

か
ら
２
年
次
後
期
に
早
め
ら
れ
る
。

現
在
の
２
学
科
を
１
学
科
に
統
合
す
る
こ

と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
総
合
大
学
と
し
て
の
特

長
を
活
か
し
て
〝
ス
ポ
ー
ツ
科
学
〟
に
つ
い

て
よ
り
幅
広
く
実
践
的
な
視
点
で
学
べ
る
仕

組
み
を
作
る
。

学
生
は
入
学
後
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
概
要

に
触
れ
た
後
、
専
門
的
に
学
び
た
い
分
野
を

６
コ
ー
ス
の
中
か
ら
選
択
で
き
る
。
所
属
す

る
コ
ー
ス
以
外
の
専
門
科
目
を
副
専
攻
科
目

と
し
て
履
修
で
き
、
例
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
心
理

に
詳
し
い
保
健
体
育
科
教
員
な
ど
幅
広
い
知

見
を
備
え
た
人
材
を
養
成
す
る
。

ま
た
、
す
べ
て
の
授
業
を
半
期
と
し
、
よ

り
多
く
の
科
目
を
履
修
す
る
機
会
を
提
供
す

る
。体

育
学
部
の
組
織
改
革
は
、
２
０
０
６
年

度
に
そ
れ
ま
で
の
体
育
学
科
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
学
科
を
ス
ポ
ー
ツ
教
育
、
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
２
学
科
に
改
編
し
、

「
コ
ー
チ
教
育
」「
体
育
科
教
育
」「
ス
ポ
ー

ツ
心
理
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」「
ス
ポ
ー
ツ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
」
の
６
コ
ー
ス

制
と
し
て
以
来
。

ま
た
、
本
学
は
１
９
６
５
年
の
開
学
以
降
、

１
９
９
２
年
の
大
学
院
創
設
、２
０
０
３
年
の

健
康
福
祉
学
部
開
設
、
２
０
１
５
年
の
教
育

学
部
ス
タ
ー
ト
な
ど
の
改
革
を
続
け
て
き
た
。

大阪体育大学が変革の時を迎えている。2024年4月から体育学部
がスポーツ科学部に生まれ変わることを目指し、現在、国への届け出・
申請など諸準備を急ピッチで進めている。1965年の開学以来続いた
体育学部の名称が変わるとともに、コース選択、カリキュラムも大幅
に変更される。教育学部も2023年度から新たに幼児教育コースを新
設する。57年かけて築いた歴史と伝統を大切に守る一方で、新たな
時代に向けたより幅広い学びの場を提供していく。

スポーツ科学部、2024年 春始動へ

体育学部

スポーツ教育学科

健康・スポーツマネジメント学科

<3コース＞ 3年次から

<3コース＞ 3年次から

スポーツ科学科

<6コース＞ 2年次後期から

スポーツ科学部

●スポーツ教育コース
●体育科教育コース
●スポーツ心理・カウンセリングコース
●スポーツマネジメントコース
●健康科学コース
●アスレティックトレーニングコース

スポーツ科学部構想を機に、大
阪体育大学の魅力をより広く社
会に伝えるため、様々な広報活
動を実施している。今年度から４
色からなる大学のキービジュアル
を制作。スポーツ科学部・教育
学部幼児教育コースを紹介するＨ
Ｐ内のランディングページの新設、
ユーチューブでのPR動画の広告
展開などを実施している。

キービジュアル

キービジュアル

HPのランディングページから

体育学部とスポーツ科学部の比較
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ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
特
徴
は
。
改
革
に
踏
み

切
っ
た
理
由
は
。
冨
山
浩
三
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

専
門
委
員
会
委
員
長
に
聞
い
た
。

か
つ
て
「
体
育
」
は
「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
含
む

概
念
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
、

ス
ポ
ー
ツ
は
種
目
を
含
む
ス
ポ
ー
ツ
活
動
全

般
を
指
し
、
そ
の
中
に
教
育
と
し
て
用
い
る

手
段
と
し
て
の
体
育
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
か
ら
上
位
概
念
で
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
を
学
部
名
に
冠
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。
体
育
は
す
で
に
大
学

名
に
入
っ
て
い
て
、
こ
れ
は
ゆ
る
ぎ
な
い
伝
統

で
す
。
こ
の
た
め
、
学
部
名
は
「
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
」
と
し
ま
し
た
。

―
―
改
め
て
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
特
徴
は
。

現
在
の
２
学
科
が
１
学
科
に
統
合
さ
れ
る

こ
と
で
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
科
学

を
全
体
と
し
て
学
ん
だ
う
え
で
自
分
の
本
当

に
や
り
た
い
こ
と
を
選
び
専
門
の
コ
ー
ス
に

入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
幅
広
い
あ
ら
ゆ
る

学
問
領
域
を
持
つ
「
ス
ポ
ー
ツ
の
総
合
大
学
」

で
あ
る
本
学
と
し
て
は
、
望
ま
し
い
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
コ
ー
ス
選
択
が
２
年

次
後
期
に
早
ま
る
こ
と
で
、
も
し
自
分
に
志

を
持
つ
専
門
領
域
が
あ
る
な
ら
ば
、
少
し
で

も
早
く
そ
の
専
門
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
そ
の
専
門
領
域
に
加
え
て
副

専
攻
科
目
が
取
れ
、
よ
り
幅
広
い
領
域
を
学

べ
る
制
度
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
改
革
に
踏
み
切
っ
た
理
由
は
。

今
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
人
々
の
健
康
意

識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
体
育
で
は

な
く
ス
ポ
ー
ツ
科
学
、
健
康
科
学
で
す
。
ア

ウ
ト
ド
ア
に
よ
る
地
域
活
性
化
や
ま
ち
お
こ

し
も
体
育
で
は
な
く
ス
ポ
ー
ツ
科
学
で
す
。

今
は
、
健
康
、
ま
ち
お
こ
し
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
を
幅
広
く
マ
ク
ロ
な
視
点
で
と
ら
え
る
こ

と
が
必
要
な
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―�

入
学
後
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
概
要
に
触

れ
て
か
ら
コ
ー
ス
選
択
す
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

高
校
で
は
保
健
体
育
の
授
業
が
あ
り
、
体

育
科
で
体
育
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
高
校
生

も
み
え
る
で
し
ょ
う
が
、
学
び
の
分
野
は
限

定
的
だ
と
思
い
ま
す
。
体
育
大
学
で
ス
ポ
ー

ツ
科
学
の
幅
広
さ
に
触
れ
て
い
た
だ
い
て
、

こ
ん
な
領
域
も
あ
る
の
か
、
ス
ポ
ー
ツ
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
っ
て
こ
う
い
う
こ
と
な
の

か
な
ど
と
知
っ
て
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
自

分
の
進
む
べ
き
方
向
を
考
え
て
も
ら
え
た
ら

と
思
い
ま
す
。

―
―�

所
属
コ
ー
ス
以
外
の
副
専
攻
科
目
を
履

修
で
き
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

ス
ポ
ー
ツ
教
育
の
現
場
に
お
い
て
ア
ス
レ

テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
の
知
識
を
生
か
し
て

指
導
を
す
る
こ
と
な
ど
は
現
実
と
し
て
よ
く

あ
る
と
思
い
ま
す
。
主
専
攻
の
分
野
を
副
専

攻
の
視
点
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
は
現
場

で
は
実
践
的
で
す
し
、
応
用
力
が
身
に
着
く

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
保

健
体
育
の
教
員
と
し
て
就
職
す
る
に
し
て
も
、

教
育
学
に
加
え
て
心
理
学
を
学
ん
で
い
れ
ば

心
理
的
な
課
題
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
ま

す
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ん
で
い
れ
ば
部

活
動
の
地
域
移
行
に
も
対
応
す
る
力
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

PRムービーから

PRムービー

カリキュラム専門委員会

冨山 浩三 委員長

スポーツの総合大学として
より幅広い学びを
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大
阪
体
育
大
学
な
ど
を
運
営
す
る
学
校
法

人
浪
商
学
園
の
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会
が
11
月
６
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
大
阪
で
開
催
さ
れ
、
藤
原
敏
司
熊

取
町
長
、
山
田
紘
平
島
本
町
長
、
八
島
弘
之

泉
佐
野
市
副
市
長
ら
来
賓
、
各
学
校
法
人
の

理
事
長
・
学
長
・
校
長
ら
関
係
の
方
々
、
浪

商
学
園
の
理
事
・
評
議
員
や
各
設
置
校
の
関

係
者
、
退
職
さ
れ
た
教
員
、
保
護
者
会
、
同

窓
会
の
皆
様
な
ど
約
4
3
0
名
が
参
加
し
た
。

〈
記
念
式
典
〉

学
園
は
昨
年
11
月
15
日
に
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
た
。
記
念
式
典
も
昨
年
11
月
に
予

定
さ
れ
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
対
策
の
た
め
１
年
延
期
と
な
っ
た
。

ロ
ビ
ー
で
は
、
パ
ネ
ル
な
ど
で
学
園
の
歴

史
や
建
学
の
精
神
、
記
念
事
業
、
各
設
置
校

な
ど
を
紹
介
。
ク
ラ
ブ
活
動
の
紹
介
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
イ
ン
カ
レ
優
勝
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
、

浪
商
高
校
の
夏
の
甲
子
園
優
勝
旗
の
レ
プ
リ

カ
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

記
念
式
典
で
は
、
学
校
法
人
浪
商
学
園
の

野
田
賢
治
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
。
大
阪
私
立

中
学
校
高
等
学
校
連
合
会
の
辻
本
賢
会
長
、

日
本
私
立
大
学
協
会
の
谷
岡
一
郎
副
会
長
、

一
般
社
団
法
人
全
国
体
育
ス
ポ
ー
ツ
系
大
学

協
議
会
理
事
の
日
本
体
育
大
学
・
石
井
隆
憲

学
長
（
同
協
議
会
会
長
の
日
本
体
育
大
学
・

松
浪
健
四
郎
理
事
長
の
代
読
）
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
室
伏
広
治
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
か

ら
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
野
田
理
事
長
が
「
創
立
１
０
０
周

年
を
振
り
返
っ
て
」
の
テ
ー
マ
で
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
記
念
講
演
を
行
い
、
学
園
が
火
災

や
戦
災
な
ど
で
危
機
に
瀕
す
る
た
び
に
野
球

部
が
甲
子
園
大
会
で
優
勝
し
た
め
ぐ
り
合

わ
せ
な
ど
学
園
の
歴
史
に
つ
い
て
語
っ
た
。

浪商学園
1921（大正10）年、大阪市天王寺区に浪華商業実修学校と

して開学した。現在、大阪体育大学、大阪体育大学浪商中
学・高等学校、大阪青凌中学・高等学校、大阪体育大学浪商
幼稚園を運営する。

浪商学園創立100周年記念式典・祝賀会
100周年ビジョン・ロゴを発表

室伏広治スポーツ庁長官からビデオメッセージが寄せられ、
会場で上映された

記念式典であいさつし、「創立100周年
を振り返って」のテーマで記念講演した
野田賢治理事長

ホテルニューオータニ大阪で開催された
学校法人浪商学園の創立100周年記念式典・祝賀会

会場正面の記念式典・祝賀会パネル
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〈
記
念
祝
賀
会
〉

式
典
に
続
い
て
記
念
祝
賀
会
が
開
宴
し
、

会
場
で
は
「
浪
商
学
園
創
立
１
０
０
周
年
の

軌
跡
」
の
映
像
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

記
念
祝
賀
会
で
は
、浪
商
学
園
の「
１
０
０

周
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
１
０
０
周
年
を
機
に
制

作
さ
れ
た
ロ
ゴ
（
別
掲
）
が
、
浪
商
学
園
の

野
田
達
彦
企
画
室
長
か
ら
発
表
さ
れ
た
。

「
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
学
園
の
10
年
後
の
あ
る
べ

き
姿
を
定
め
た
も
の
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
現

化
す
る
た
め
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て「
教

育
・
研
究
」「
組
織
体
制
・
人
材
育
成
」「
財

務
戦
略
」「
社
会
貢
献
」
を
挙
げ
て
い
る
。
各

設
置
校
は
学
園
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
と
に
そ
れ

ぞ
れ
独
自
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
。

「
ロ
ゴ
」
は
こ
れ
ま
で
学
園
と
し
て
の
統
一

し
た
ロ
ゴ
が
な
か
っ
た
た
め
、
１
０
０
周
年

を
機
に
制
作
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
祝
賀
会
で
は
記
念
映
像
の
披

露
と
し
て
、
創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て

作
曲
さ
れ
た
「
か
ぎ
ろ
ひ
～
夜
明
の
光
～
」

の
大
阪
青
凌
中
学
・
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
や
、
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
創

作
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
「
N
a
m
i

ダ
ン
」
の
動
画
が
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、
各
設
置
校
の
発
展
に
功
績
が
あ
っ

た
４
名
に
野
田
三
郎
教
育
功
労
賞
が
贈
ら

れ
、
大
阪
体
育
大
学
浪
商
高
等
学
校
第
８

代
・
中
学
校
第
７
代
校
長
の
安
達
勝
氏
、
大

阪
体
育
大
学
浪
商
幼
稚
園
第
２
、４
代
園
長

の
野
田
む
つ
氏
、
大
阪
体
育
大
学
第
４
代
学

長
・
同
短
期
大
学
部
初
代
学
長
・
大
阪
体
育

大
学
附
属
福
祉
専
門
学
校
初
代
校
長
の
田
口

守
隆
氏
、
大
阪
青
凌
中
学
・
高
等
学
校
初
代

校
長
の
清
田
辰
夫
氏
に
授
与
さ
れ
た
。

最
後
に
浪
商
学
園
の
西
尾
一
実
専
務
理
事

が
謝
辞
を
述
べ
て
終
宴
し
た
。

100周年ビジョン
建学の精神のもと、国際社会に目を向け、各設置
校が特色を活かしながらも連携を強化し、学園が
一体となって、人が人らしく幸福に暮らす社会を
創造する教育を提供します。また、今以上に社会
に認められる教育機関になるために、ガバナンス
を強化し、将来に向けて盤石な経営基盤を確立す
ることを目標とします。

「Namiダン」
ムービー

会場前ロビーに掲出された「100年ヒストリー」

クラブ活動の紹介コーナーには大学のハンドボール部男女、サッカー部男子、
バスケットボール部女子などのインカレ優勝のトロフィーなどが展示された

野田三郎教育功労賞が贈られた、大阪体育大学浪商高等学
校第８代・中学校第７代校長の安達勝氏（右）

100周年を記念して
創作されたオリジナ
ルダンス「Namiダン」
の動画が紹介された

100周年記念式典
動画ニュース
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大
阪
体
育
大
学
は
来
年
５
月
、
中
学
生
の
運
動
部
活
動
指

導
に
携
わ
る
人
材
を
養
成
す
る
講
座
「
運
動
部
活
動
指
導
認

定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
社
会
人
対
象
（
現
教
員
を
含
む
）
に
開

講
す
る
。

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
て
き
た
運
動
部
活
動
は
今
、
大

き
な
転
機
を
迎
え
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
よ
る
公
立
中
学

校
の
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
の
提
言
（
今
年
６
月
）
等

を
受
け
て
、
全
国
の
地
方
自
治
体
は
地
域
移
行
の
方
策
と
と

も
に
指
導
者
の
育
成
と
質
の
担
保
と
い
う
大
き
な
課
題
に
直

面
し
て
い
る
。

本
学
は
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
界
の
人
材
育
成
を
柱
と
す
る

大
学
と
し
て
、
運
動
部
活
動
の
指
導
者
養
成
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
２
０
１
６
年
度
か
ら
部
活
動
に
お
け
る
生
徒
指
導
、

暴
力
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
、
熱
中
症
予
防
な
ど
の
知
識
や

技
能
を
習
得
す
る
「
運
動
部
指
導
実
践
論
」
を
正
課
授
業
に

取
り
入
れ
、
２
０
２
１
年
度
に
は
「
グ
ッ
ド
コ
ー
チ
養
成
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
講
し
て
受
講
学
生
を
中
学
校
の
部
活
動
指
導
者

と
し
て
学
校
現
場
な
ど
に
紹
介
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

本
学
の
「
運
動
部
活
動
指
導
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
学

内
で
学
生
を
対
象
に
実
績
を
積
ん
だ
「
グ
ッ
ド
コ
ー
チ
養
成

セ
ミ
ナ
ー
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
社
会
人
対
象
に
発
展
さ
せ
た

も
の
。
修
了
者
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
履
修
証
明
書
を
交

付
す
る
こ
と
で
指
導
者
の
質
を
保
証
し
、
社
会
の
課
題
解
決

に
貢
献
し
て
い
く
。

令
和
４
年
度
大
阪
体
育
大
学
名

誉
教
授
称
号
授
与
式
が
11
月
22

日
、
ス
タ
ー
ゲ
イ
ト
ホ
テ
ル
関
西

エ
ア
ポ
ー
ト
で
行
わ
れ
、
今
年
３

月
末
で
退
職
し
た
元
体
育
学
部
教

授
の
淵
本
隆
文
・
前
副
学
長
（
バ

イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
）、
元
体
育
学
部

教
授
の
梅
林
薫
ス
ポ
ー
ツ
局
長

（
運
動
生
理
学
な
ど
）に
証
書
が
授

与
さ
れ
た
。

淵
本
前
副
学
長
は
２
０
１
５
～

19
年
に
体
育
学
部
長
、
19
年
か
ら

副
学
長
を
務
め
、
梅
林
ス
ポ
ー
ツ

局
長
は
11
～
15
年
に
体
育
学
部
健

康
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

科
長
を
務
め
、
21
年
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
局
長
。

式
で
は
、
原
田
宗
彦
学
長
か
ら

２
人
に
名
誉
教
授
称
号
証
書
が
授

与
さ
れ
た
。

淵
本
前
副
学
長
は
「
退
職
後
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
通

い
、
主
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
る

こ
と
を
一
か
ら
勉
強
し
て
い
る
。

と
て
も
難
し
い
が
、
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い
」、
梅
林
ス
ポ
ー

ツ
局
長
は
「
現
在
は
ス
ポ
ー
ツ
局

局
長
と
し
て
、
体
育
大
学
の
重
要

な
と
こ
ろ
を
最
後
ま
で
務
め
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

名
誉
教
授
称
号
授
与
式

淵
本
、梅
林
前
教
授
に
授
与

運動部活動指導認定プログラム
5月開講～部活動指導の人材養成講座

運動部活動指導認定プログラム

 受 講 期 間 　春開講５～９月／秋開講10～２月
 授業の方法 　必修科目60時間、自由選択科目６時間
　　　　　　  （うちオンデマンド配信56時間、ハイフレックス10時間）
 定　　　員 　春開講／秋開講各50名、最少開講人数10名
 受 講 料 　2万500円（税込み）

名誉教授称号を授与された淵本隆文前副学長（下列、右から２人目）、梅林薫スポーツ局長（同３人目）
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清水俊彦 教職支援センター長

令和５年度教員採用試験では、両学部とも意識が高い学生が多
かった印象があります。教員の熱心な指導と学生の気持ちがか
み合った結果が70名の合格につながったと思います。本学では、
大規模校とは違って１人１人の学生と接する時間や頻度が多い
のが特徴で、面接練習ではノウハウやテクニックを伝えるだけ
ではなく、筆記試験の準備の進捗状況や不安に思っていること
などを何でも相談し
てもらっており、そ
の点も結果につなが
っているのではない
かと考えています。

植木章三 教育学部長

令和５年度教員採用試験について、教育学部では、受験５期目
で過去最多の延べ59名の合格者を出すことができました。合格
率（受験者に対する合格者の割合）は48.4％です。教育学部は、
実践力のある教員養成を目的とした学部であり、まずは教員に
なるための関門である教員採用試験に、多くの学生が現役でパ
スしてくれたことを大変嬉しく思っています。これもひとえに、
教員採用試験対策にご尽力をいただいた先生方や教職支援セン
ター職員の皆様のお力添えがあって、受験者も集中して試験勉
強に打ち込むことができた成果だと思います。この結果を聞いて、
来年受験を控える後輩達も「自分も合格するぞ！」という強い
決意を抱くことを期待しています。

令
和
５
年
度
（
来
春
）
採
用
の
公
立
学
校
教
員

採
用
試
験
合
格
者
（
延
べ
）
が
、
12
月
７
日
時
点

で
前
年
度
を
７
名
上
回
る
70
名
に
達
し
た
。

う
ち
、
教
育
学
部
は
前
年
度
比
８
名
増
の
59
名

で
、
２
年
連
続
で
過
去
最
多
を
更
新
し
た
。

平
成
27
（
2
0
1
5
）
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た

教
育
学
部
は
こ
れ
ま
で
１
期
生
が
44
名
、
２
期
生

が
41
名
、
３
期
生
が
42
名
、
昨
年
度
は
４
期
生
が

51
名
合
格
し
て
い
る
。

両
学
部
を
合
わ
せ
た
校
種
別
で
は
、
小
学
校
45

名
、
小
・
中
学
校
３
名
、
中
学
校
７
名
、
高
等
学

校
２
名
、
特
別
支
援
学
校
12
名
。

自
治
体
別
で
は
、
大
阪
府
11
名
、
大
阪
市
７
名
を

は
じ
め
関
西
で
計
30
名
。
鳥
取
県
で
９
名
、
愛
媛

県
、
高
知
県
、
北
九
州
市
で
各
３
名
が
合
格
す
る
な

ど
合
格
者
は
北
海
道
か
ら
長
崎
県
に
及
ん
で
い
る
。

合
格
者
は
今
後
、
補
欠
合
格
な
ど
で
さ
ら
に
増

え
る
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、
既
卒
者
も
高
校
を
含

む
各
校
種
に
多
数
が
合
格
し
て
お
り
、
例
年
、

１
０
０
名
以
上
が
合
格
し
て
い
る
。

「
リ
ク
ル
ー
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
2
0
2
2
年
10
～
12
月
号
に
掲
載
さ

れ
た
進
学
ブ
ラ
ン
ド
力
調
査
の
「
イ
メ
ー

ジ
項
目
別
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、「
力
強
い
」

大
学
と
し
て
、
大
阪
体
育
大
学
が
関
西
エ

リ
ア
の
高
校
に
通
う
３
年
生
を
対
象
に
し

た
調
査
で
16
・
５
％
の
支
持
を
集
め
て
１

位
に
な
っ
た
。
前
年
度
の
５
位
か
ら
４
つ

ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

「
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
が
盛
ん
」
な

大
学
と
し
て
は
、
前
年
度
よ
り
順
位
を
18

上
げ
て
関
西
６
位
。「
分
野
別
志
願
度
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
は
、
大
学
で
「
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
」
を
学
び
た
い
と
回
答
し
た
高
校
３
年

生
が
志
願
し
た
い
大
学
と
し
て
前
回
同
様

の
関
西
２
位
に
。「
教
育
・
保
育
」
で
は
、

前
年
度
よ
り
６
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
の
関
西

８
位
だ
っ
た
。

公
立
学
校
教
員
採
用
試
験

前
年
7
人
増 

70
名
現
役
合
格

教
育
学
部
は
２
年
連
続
過
去
最
多

「力強い」大学イメージ調査

本学が関西１位に
１ 大阪体育大学
２ 大阪大学
３ 東京大学
４ 日本体育大学
５ 神戸大学
６ 青山学院大学
７ 近畿大学
８ 慶應義塾大学
９ 立命館大学
10 早稲田大学

イメージ項目別ランキング　＜力強い＞
╲ 関西エリアの高校３年生対象 ╱

＜調査概要＞関東、東海、関西エリアの高校に通う2023年３月卒業予定の
高校３年生計12万名を対象に今年３～４月に実施。有効回答数5334名

※「進学ブランド力調査2022」リクルート進学総研調べ

教員採用試験に向けて清水
俊彦教職支援センター長の
模擬面接に臨む学生
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高
松
宮
記
念
杯
男
子
第
65
回
・
女
子
第
58

回
全
日
本
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

は
11
月
７
日
、
愛
知
県
で
決
勝
が
行
わ
れ
、

本
学
女
子
は
東
海
大
学
を
34
―
22（
17
―
13
、

17
―
9
）
で
破
り
、
９
大
会
連
続
10
回
目
の

優
勝
。
男
女
を
通
じ
て
史
上
最
長
と
な
る
９

連
覇
を
達
成
し
た
。

日
本
代
表
で
の
国
際
試
合
も
経
験
し
て
い

る
岡
田
彩
愛
（
体
育
４
年
）、
石
川
空
（
体
育

２
年
）
を
中
心
に
試
合
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

Ｇ
Ｋ
下
馬
場
燎
（
体
育
４
年
）
の
好
セ
ー
ブ

な
ど
で
相
手
を
振
り
切
っ
た
。

【
優
秀
選
手
賞
】
岡
田
彩
愛
（
体

育
４
年
）
石
川
空
（
体
育
２
年
）

下
馬
場
燎
（
体
育
４
年
）
松
浦

未
南
（
体
育
３
年
）

【
特
別
賞
】和
田
薫（
体
育
３
年
）

【
優
勝
監
督
賞
】
楠
本
繁
生

〈
楠
本
繁
生
監
督
の
話
〉　

代
表
（
監
督
の
）
活
動
と
並
行

し
て
の
1
年
間
だ
っ
た
の
で
、

チ
ー
ム
を
離
れ
る
時
間
も
あ
る

な
か
で
、
選
手
た
ち
が
自
分
た

ち
で
も
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ

た
こ
と
が
今
日
の
集
大
成
に
つ

な
が
っ
た
。
来
年
も
連
覇
を
つ

な
ぐ
た
め
に
一
か
ら
積
み
上
げ

て
い
き
た
い
。

〈
岡
田
彩
愛
主
将
の
話
〉　

連
覇
を
つ
な
が
な
け
れ
ば
い
け

な
い
重
圧
が
あ
り
、
自
分
を
見

失
い
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
こ
の
チ
ー
ム
の
み
ん
な

で
９
連
覇
を
達
成
で
き
て
ほ
っ

と
し
て
い
る
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
女
子
交
流
戦
「
フ

レ
ン
ド
リ
ー
マ
ッ
チ
２
０
２
２　

大
阪
体
育

大
学
×
武
庫
川
女
子
大
学
」
が
11
月
21
日
、

本
学
で
開
催
さ
れ
た
。

交
流
戦
は
普
段
試
合
の
ベ
ン
チ
に
入
れ
な

い
Ｂ
チ
ー
ム
の
出
場
の
場
と
し
て
２
０
１
７
年

か
ら
両
大
学
で
交
互
に
開
催
さ
れ
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
中
断
を
は
さ
み
、
今
年
で
５
回
目
。

企
画
・
運
営
は
本
学
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
専
攻
学
生
が
担
い
、
Ａ
チ
ー
ム
の
選

手
は
会
場
の
設
営
や
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
裏
方

を
務
め
た
。

会
場
は
有
料
な
が
ら
、
両
大
学
・
チ
ー
ム

の
関
係
者
や
卒
業
生
、
家
族
の
方
、
地
域
の

方
な
ど
約
４
５
０
人
が
詰
め
か
け
、
用
意
さ

れ
た
席
は
埋
ま
っ
て
立
ち
見
も
出
る
大
盛
況

に
。試

合
は
一
進
一
退
の
攻
防
の
末
、
本
学
が

75
―
66
で
勝
利
。
閉
会
式
で
武
庫
川
女
子
大

学
の
坂
井
和
明
監
督
は
「
両
大
学
と
も
Ｂ

チ
ー
ム
は
Ａ
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が

ら
も
帰
っ
て
練
習
を
し
、
今
日
の
試
合
を
迎

え
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
」、
本
学
の
村

上
な
お
み
監
督
は
「
た
く
さ
ん
の
人
に
応
援

し
て
い
た
だ
き
胸
が
熱
く
な
っ
て
い
る
。
こ

の
交
流
戦
は
出
場
機
会
の
少
な
い
Ｂ
チ
ー

ム
が
、
自
分
た
ち
が
主
体
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
成
果
を
発
揮
す
る
場
」
と
そ
れ
ぞ
れ
あ

い
さ
つ
し
た
。

試
合
の
他
に
も
、
２
年
前
に
コ
ロ
ナ
禍
で

交
流
戦
が
中
止
と
な
っ
た
卒
業
生
が
集
い

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
し
た
ほ
か
、
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ

部
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
盛

り
だ
く
さ
ん
で
会
場
は
大
い
に
沸
い
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
　
Ｂ
チ
ー
ム
交
流
戦

フ
レ
ン
ド
リ
ー
マ
ッ
チ
大
盛
況

ハンドボール女子 インカレ９連覇
最長記録を更新

連覇回数に合わせて９回胴上げされる楠本繁生監督

岡田彩愛選手

交流戦の後で記念撮影する両チーム。インカレで互いに応援し合うなど交流を深めている
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福
島
復
興
支
援
「
第
15
回
サ
ン
ラ
イ
ズ
キ

ャ
ン
プ
」
が
９
月
に
福
島
県
南
相
馬
市
な
ど

で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
学
生
の
活
動
報
告
会

が
11
月
24
日
、
Ｃ
号
館
で
開
か
れ
た
。

「
サ
ン
ラ
イ
ズ
キ
ャ
ン
プ
」
は
東
日
本
大
震

災
が
起
き
た
2
0
1
1
年
の
10
月
、
福
島
県

か
ら
大
阪
に
避
難
し
た
子
ど
も
た
ち
と
大
学

構
内
で
１
泊
の
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
ス
タ
ー

ト
し
た
。
今
年
は
応
募
が
あ
っ
た
学
生
15
名

と
教
職
員
で
９
月
19
～
21
日
の
２
泊
３
日
で

実
施
し
た
。

一
行
は
仙
台
空
港
に
到
着
し
た
後
、
津
波

や
原
発
事
故
の
被
害
な
ど
を
伝
え
る
東
日
本

大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
や
地
震
・
津

波
の
被
害
の
状
況
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
残
る
震

災
遺
構
の
浪
江
町
立
請
戸
小
学
校
な
ど
を
見

学
。
体
育
大
学
生
だ
か
ら
こ
そ
求
め
ら
れ
る

活
動
と
し
て
の
地
域
の
方
々
の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
、
小
学
校
で
の
児
童
と
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や

縄
跳
び
遊
び
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
子
ど

も
た
ち
と
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
被
災
地
に
あ

る
神
社
で
の
清
掃
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

報
告
会
で
は
、
学
生
が
交
代
で
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
説
明
。

体
育
学
部
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
４
年
の
樋
口
大
輝
さ
ん
は
「
震
災
か
ら

10
年
以
上
が
経
過
し
た
今
、
被
災
地
で
体
大

生
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
最
善
を

尽
く
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
学
ん
だ
。
先

輩
が
つ
な
い
だ
東
北
と
の
つ
な
が
り
を
こ
れ

か
ら
も
新
し
い
か
た
ち
で
つ
な
い
で
く
れ
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
る
」
と
話
し
た
。

「
サ
ン
ラ
イ
ズ
キ
ャ
ン
プ
」15
回
目

福
島
復
興
支
援
～
学
生
が
報
告
会

サ
ッ
カ
ー
部
男
子
の
河
村

匠
選
手
（
体
育
４
年
）
が
来

季
に
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー

グ
・
Ｊ
２
に
昇
格
す
る
い
わ

き
F
C
に
2
0
2
3
年
シ
ー

ズ
ン
か
ら
加
入
す
る
こ
と
が

11
月
16
日
、
内
定
し
た
。

河
村
選
手
は
千
葉
県
出

身
、
福
島
県
・
尚
志
高
校
卒
。

１
７
７
㌢
、
68
㌔
で
ポ
ジ
シ

ョ
ン
は
Ｄ
Ｆ
。

河
村
選
手
は
「
幼
い
頃
か

ら
の
夢
で
あ
る
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
選
手
と
し
て
の
キ
ャ
リ

ア
を
、
い
わ
き
Ｆ
Ｃ
と
い
う

素
晴
ら
し
い
ク
ラ
ブ
で
ス

タ
ー
ト
で
き
る
こ
と
を
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
１
日

で
も
早
く
試
合
に
出
て
、チ
ー

ム
の
勝
利
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
」
な
ど
と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

サッカー部 河村選手JリーグいわきFCに加入へ

サンライズキャンプに参加した学生ら＝南相馬市の海岸で

原発事故などの被害を伝える伝承館で見学する学生

被災地の高齢者らとスポーツ交流をする学生

河村匠選手
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大体大 PEOPLE

―
―�

東
洋
大
姫
路
高
校
３
年
の
春
、
セ
ン
バ

ツ
４
強
。
大
阪
体
育
大
学
に
進
ん
だ
理

由
は
。

プ
ロ
は
、
同
学
年
に
レ
ベ
ル
の
高
い
選
手

が
多
数
い
て
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

自
分
が
な
り
た
い
職
業
は
何
だ
ろ
う
か
と
考

え
る
と
、
学
校
の
先
生
。
高
校
の
コ
ー
チ
や

先
輩
に
体
大
Ｏ
Ｂ
が
い
て
勧
め
て
く
れ
た
の

も
あ
り
、
決
め
ま
し
た
。

―
―
本
学
の
野
球
部
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
。

部
員
が
２
０
０
人
以
上
い
て
競
争
が
激
し

く
、
実
力
の
あ
る
選
手
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。

同
級
生
に
宮
川
将
投
手
（
元
楽
天
）、
後
輩
に

は
酒
居
知
史
投
手
（
現
楽
天
）
が
い
ま
し
た
。

―
―�
高
校
１
年
の
時
、
ひ
じ
を
痛
め
て
外
野

手
に
転
向
。
大
学
で
投
手
に
復
帰
し
た

分
け
は
。

１
年
の
春
、
ラ
イ
バ
ル
校
の
左
腕
対
策
と

し
て
左
腕
の
自
分
が
打
撃
投
手
を
務
め
ま
し

た
。
そ
の
時
、
自
分
で
も
驚
く
よ
う
な
ボ
ー

ル
を
投
げ
ら
れ
た
。
先
輩
か
ら
「
投
手
を
や

っ
た
方
が
い
い
」
と
言
わ
れ
、
何
日
か
考
え

て
、
自
分
が
最
初
に
や
り
た
か
っ
た
ポ
ジ
シ

ョ
ン
に
戻
る
と
決
め
ま
し
た
。
再
び
マ
ウ
ン

ド
に
立
っ
て
一
番
に
感
じ
た
こ
と
は
、
恐
怖

心
。
で
も
痛
み
が
出
な
か
っ
た
こ
と
が
う
れ

し
く
、
ま
た
投
げ
ら
れ
る
喜
び
を
感
じ
な
が

ら
マ
ウ
ン
ド
に
立
ち
続
け
ま
し
た
。

―
―�

２
年
春
、３
、４
年
春
秋
に
リ
ー
グ
戦
で

優
勝
し
、リ
ー
グ
通
算
31
勝
。２
０
１
２

年
秋
の
ド
ラ
フ
ト
で
オ
リ
ッ
ク
ス
か
ら

１
位
指
名
。
プ
ロ
に
入
っ
て
感
じ
た
こ

と
は
。

毎
年
、
ド
ラ
フ
ト
で
自
分
と
同
じ
か
そ
れ

以
上
の
才
能
が
入
っ
て
く
る
。
そ
の
中
で
勝

ち
残
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
金
子
千
尋
さ
ん

（
２
０
１
０
、
14
年
最
多
勝
）、
平
野
佳
寿
さ

ん
（
２
０
１
４
年
最
多
セ
ー
ブ
）
ら
は
体
格

も
す
ご
い
で
す
が
、
練
習
に
取
り
組
む
姿
勢

が
超
一
流
で
し
た
。

―
―�

１
年
目
に
４
勝
、
２
年
目
は
８
勝
と
順

調
に
白
星
を
重
ね
た
。

２
年
目
は
先
発
ロ
ー
テ
も
守
り
大
き
く
飛
躍

で
き
る
か
も
と
思
い
ま
し
た
が
、
３
年
目
に
プ

ロ
の
厳
し
さ
、
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
相

手
の
対
応
力
で
す
。
そ
れ
ま
で
抑
え
込
ん
で
い

た
打
者
に
打
た
れ
、
戸
惑
い
、
苦
し
み
ま
し
た
。

―
―�

７
年
目
の
２
０
１
９
年
、
シ
ー
ズ
ン
途

中
に
ト
レ
ー
ド
で
中
日
に
移
籍
。
ト

レ
ー
ド
を
告
げ
ら
れ
た
時
の
気
持
ち
は
。

単
純
に
う
れ
し
か
っ
た
。
そ
の
年
は
先
発

ロ
ー
テ
に
入
っ
た
の
で
す
が
、
勝
て
ず
に
２

軍
落
ち
。
山
本
由
伸
投
手
が
台
頭
し
て
き
た

移籍を機に剛から柔の投球へ
プロは「自己責任」問われる場

松葉 貴大（まつば・たかひろ）
1990 年 8 月 14 日生まれ、32 歳。大阪体育大学体育学部スポーツ教育
学科卒、45 期。大学ではリーグ通算 31 勝を挙げ、2012 年秋のドラフ
ト 1 位でオリックス・バファローズに入団。2 年目の 2020 年に 8 勝。
2019 年のシーズン中、中日ドラゴンズに移籍。昨年、今年は 6 勝をマ
ークした。

中日ドラゴンズ投手

松葉 貴大さん

高
校
時
代
に
ひ
じ
を
痛
め
て
諦
め

た
投
手
に
大
学
で
復
帰
し
、
投
げ
る

こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
味
わ
う
。
プ

ロ
の
世
界
で
は
３
年
目
に
厳
し
さ
、

難
し
さ
に
直
面
し
た
が
、
ト
レ
ー
ド

を
機
に
環
境
を
変
え
、
自
分
が
変
わ

る
こ
と
に
成
功
。
先
発
陣
の
一
角
と

し
て
チ
ー
ム
を
支
え
る



OUHSジャーナル vol.228（2022.12）10

こ
ろ
。
自
分
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

葛
藤
し
て
い
た
時
期
で
す
。
自
分
な
り
に
技

術
的
な
こ
と
も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
試
し
た
が
、

結
果
が
出
な
い
。「
環
境
を
変
え
る
し
か
な

い
」
と
思
っ
て
い
た
時
の
ト
レ
ー
ド
で
し
た
。

―
―
ト
レ
ー
ド
で
環
境
は
変
わ
っ
た
か
。

新
し
い
指
導
者
や
チ
ー
ム
メ
ー
ト
と
の
出

会
い
は
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
自
分
は
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
は
ア
バ
ウ
ト
で
、
ボ
ー
ル
の
勢

い
で
勝
負
す
る
タ
イ
プ
で
し
た
。し
か
し
コ
ー

チ
か
ら
「
松
葉
は
そ
う
い
う
ピ
ッ
チ
ャ
ー
じ

ゃ
な
い
ん
だ
よ
な
」
と
。
は
っ
と
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ー
ス
を
丁
寧
に
突
く
ス
タ
イ

ル
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

―
―
翌
２
０
２
０
年
、
移
籍
後
初
勝
利

シ
ー
ズ
ン
初
先
発
と
な
っ
た
７
月
の

Ｄ
e
Ｎ
Ａ
戦
で
す
。
オ
リ
ッ
ク
ス
時
代
は「
今

日
打
た
れ
た
ら
２
軍
か
な
」
な
ど
と
マ
イ
ナ

ス
の
気
持
ち
を
抱
え
て
マ
ウ
ン
ド
に
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
の
先
発
で
は
「
今
年

だ
め
な
ら
ク
ビ
」
と
自
分
で
も
覚
悟
を
決
め

て
、
緊
張
せ
ず
開
き
直
れ
た
と
思
い
ま
す
。

―
―�

昨
年
、
今
年
と
い
ず
れ
も
６
勝
。
安
定

し
た
成
績
を
収
め
て
い
る
。

２
０
２
０
年
に
投
球
ス
タ
イ
ル
を
変
え
、

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
で
投
手
を
続
け
て
い
く
た
め
の

土
台
と
い
う
か
基
盤
を
作
り
ま
し
た
。
そ
こ

に
、
自
分
な
り
の
良
さ
を
毎
年
、
加
味
し
て

い
き
た
い
。
今
年
は
す
べ
て
の
球
種
で
ス
ト

ラ
イ
ク
を
取
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。

―
―�
プ
ロ
で
選
手
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、

本
学
時
代
に
経
験
し
た
こ
と
は
役
立
っ

て
い
ま
す
か
。

体
大
の
野
球
部
は
監
督
に
指
示
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
練
習
で
は
自
分
で
考
え
自
分
で

行
動
す
る
環
境
が
他
大
学
に
比
べ
て
と
り
わ

け
強
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
で
考
え
る
意
識

は
プ
ロ
で
役
立
っ
て
い
ま
す
。

―
―
改
め
て
プ
ロ
と
は
ど
ん
な
世
界
か
。

責
任
が
問
わ
れ
る
場
所
で
す
。
結
果
を
出

す
出
さ
な
い
は
自
己
責
任
で
、
コ
ー
チ
に
責

任
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
が
出
な
け
れ
ば
、

給
料
は
下
が
る
し
職
を
失
う
。
会
社
員
で
は

考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
が
、
普
通
に
働
い

て
い
て
は
だ
め
な
世
界
で
す
。
逆
に
自
分
が

結
果
を
出
せ
ば
同
じ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
選
手
が

職
を
失
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
残
酷
な
世

界
で
も
あ
り
ま
す
。

―
―�

プ
ロ
選
手
に
せ
よ
企
業
人
、
教
師
に
せ

よ
、
学
生
は
卒
業
後
、
そ
れ
ぞ
れ
進
ん

だ
道
を
極
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

や
は
り
一
番
大
切
な
の
は
、
ま
ず
学
生

生
活
を
楽
し
む
こ
と
で
す
。
そ
の
う
え
で

大
学
を
巣
立
っ
て
い
ろ
ん
な
業
種
に
つ
い

て
い
く
中
で
、
覚
悟
を
持
っ
て
そ
の
職
業

に
取
り
組
む
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界

で
大
き
く
飛
躍
し
て
い
く
た
め
に
必
要
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

中日の本拠地、バンテリンドームナゴヤ
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大
阪
府
キ
ャ
ン
プ
協
会
の
30
周
年
記
念
式
典
が
10
月

30
日
、
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
、
本
学
が
大
阪
府
キ
ャ
ン

プ
協
会
永
年
功
労
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

本
学
は
１
９
６
５
年
の
開
学
当
初
か
ら
野
外
活
動
実

習
を
実
施
し
、
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
た
人
材
育
成
に
取
り

組
ん
で
き
た
ほ
か
、
野
外
活
動
部
が
積
極
的
な
活
動
を

展
開
し
て
き
た
。

式
典
で
は
、
本
学
関
係
者
を
代
表
し
て
伊
原
久
美
子
・

体
育
学
部
教
授
が
、
2
0
1
4
年
ま
で
本
学
の
第
７
代
学

長
を
務
め
た
永
吉
宏
英
会
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
。

伊
原
教
授
、
冨
山
浩
三
教
授
、
德
田
真
彦
講
師
は
11

月
２
日
、
原
田
宗
彦
学
長
に
受
賞
を
報
告
。
原
田
学
長

は
「
野
外
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
本
学
の
教
育

の
大
き
な
柱
。
野
外
教
育
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
永
吉

元
学
長
の
D
N
A
は
本
学
の
先
生
方
に
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
お
り
、
受
賞
は
大
変
名
誉
な
こ
と
で
す
」
と
話

し
て
い
た
。

大
阪
府
キ
ャ
ン
プ
協
会

本
学
に
永
年
功
労
賞

９
月
17
日
姫
路
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
76
回
全
国
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
２
０
２
２
ひ
ょ
う
ご
」
の
開
会

式
で
、
大
阪
体
育
大
学
と
池
島
明
子
体
育
学
部
教
授
が

そ
れ
ぞ
れ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
の
普
及
振
興
に
多

大
な
功
績
を
あ
げ
た
功
労
団
体
・
功
労
者
と
し
て
日
本

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

本
学
は
１
９
６
５
年
の
開
設
時
よ
り
当
時
の
体
育
系

大
学
と
し
て
は
他
に
例
の
な
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
置
。
85
年
か
ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

指
導
者
養
成
の
課
程
認
定
校
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

継
続
・
拡
充
し
、
多
く
の
課
程
認
定
校
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
担
当
教
員
を
輩
出
す
る
な
ど
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
指
導
者
養
成
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
課
程

認
定
校
と
し
て
は
栄
え
あ
る
初
の
功
労
団
体
と
し
て
の

受
賞
。
池
島
教
授
は
長
く
本
学
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

教
育
担
当
者
と
し
て
、
ま
た
大
阪
府
下
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
課
程
認
定
校
の
と
り
ま
と
め
役
を
務
め
て
き
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
っ
た
。

日
本
野
外
教
育
学
会
第
25
回
学
会

大
会
が
10
月
１
、２
日
に
鹿
児
島
大

学
で
開
催
さ
れ
た
。
德
田
真
彦
講
師

が
鹿
屋
体
育
大
学
の
棟
田
雅
也
助
教

ら
と
ま
と
め
た
「
中
学
生
に
対
す
る

自
然
体
験
活
動
が
地
域
愛
着
お
よ
び

行
動
意
図
と
の
関
係
性
に
及
ぼ
す
影

響
―
南
房
総
学
に
着
目
し
て
―
」
が

若
手
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
た
。

Event
日本レクリエーション協会

本学と池島教授を功労表彰

德田講師に
若手優秀発表賞

日本野外教育学会

若手優秀発表賞
動画ニュース

本学のレクリエーション教育に長年尽力した福田芳則元副学長（左）と池島明子教授

永吉宏英大阪府キャンプ協会会長（左から２人目）から表彰状を授与された伊原久美子教授（同３人目）、
冨山浩三教授（右端）、德田真彦講師（左端）

德田真彦講師
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日
本
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
会
の
第
24
回
大
会
が
10
月
29
、
30
日

に
愛
知
東
邦
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。
若
手
研
究
者
７
人
に
よ
る

口
頭
の
研
究
発
表
が
あ
り
、
若
手
研
究
発
表
賞
最
優
秀
賞
が
本

学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
１
年
の
村
部
聡
亮
さ
ん
に
贈
ら
れ

た
。
優
秀
賞
も
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
３
年
の
紺
田
俊
さ

ん
が
受
け
、
本
学
が
受
賞
を
独
占
し
た
。

村
部
さ
ん
は
藤
本
淳
也
研
究
室
の
所
属
で
、
研
究
発
表
の
題

目
は
「
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
フ
ァ
ン
の
チ
ー
ム
の
価
値
認
識
と
Ｓ

Ｄ
Ｇ
s
関
連
活
動
認
知
に
関
す
る
研
究
」。
オ
リ
ッ
ク
ス
球
団

を
対
象
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
利
用
し
て
、
フ
ァ
ン
が
球
団
の
社
会

的
・
経
済
的
価
値
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
、球
団
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s

へ
の
取
り
組
み
を
ど
の
程
度
理
解
し
て
い
る
か
な
ど
を
研
究
室

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
調
査
し
た
。

研
究
発
表
の
場
で
は
授
賞
理
由
に
つ
い
て
、「
今
後
、
研
究
が

社
会
や
球
団
の
活
動
に
活
か
せ
る
な
ど
発
展
が
見
込
め
る
」
な

ど
と
説
明
が
あ
っ
た
。

村
部
さ
ん
は
「
10
分
の
短
い
発
表
時
間
の
中
で
研
究
の
社
会

的
意
義
、
必
要
性
と
と
も
に
分
析
結
果
と
考
察
を
分
か
り
や
す

く
発
表
す
る
た
め
に
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
多
用
し
ま
し
た
。
受
賞

に
恥
じ
な
い
よ
う
今
後
も
精
進
し
た
い
」
と
受
賞
を
振
り
返
っ

て
い
る
。

紺
田
さ
ん
は
冨
山
浩
三
研
究
室
の
所
属
。
鈴
鹿

大
学
国
際
地
域
学
部
で
助
教
を
務
め
る
。
研
究
発

表
の
題
目
は
「
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
観
戦

者
の
行
動
意
図
に
及
ぼ
す
影
響
～
サ
ー
ビ
ス
・
プ

ロ
フ
ィ
ッ
ト
・
チ
ェ
ー
ン
の
視
点
か
ら
～
」。
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
フ
ァ
ン
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
試
合
観

戦
に
来
て
い
る
か
、
ど
う
い
っ
た
部
分
に
満
足
す

る
と
「
も
う
一
度
観
戦
し
た
い
」
と
思
う
か
な
ど

の
観
戦
行
動
を
調
査
し
た
。

紺
田
さ
ん
は
「
大
学
４
年
生
か
ら
参
加
し
て
い

る
学
会
で
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
光
栄
で
す
。

今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
に
も
た
ら
し
て
い
る
社

会
的
な
価
値
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

大
学
院
博
士
後
期
課
程
３
年
の
山
田

弥
生
子
さ
ん
が
９
月
30
日
か
ら
10
月
２

日
ま
で
新
潟
市
で
行
わ
れ
た
日
本
ス

ポ
ー
ツ
心
理
学
会
第
49
回
大
会
で
口
頭

発
表
を
行
い
、
優
れ
た
発
表
と
し
て
優

秀
発
表
賞
を
受
賞
し
た
。

受
賞
題
目
は
、「
大
学
生
ア
ス
リ
ー
ト

の
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
と
基
本
的
心
理
欲
求

の
関
連
」。指
導
教
員
の
土
屋
裕
睦
教
授

と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
お
い
て
ア
ス
リ
ー
ト
の
自
律
性
、

有
能
感
、
関
係
性
と
い
っ
た
基
本
的
心

理
欲
求
を
充
足
さ
せ
る
こ
と
が
、
選
手

の
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
獲
得
・
形
成
に
役
立

つ
こ
と
を
示
し
た
。

な
お
、
山
田
さ
ん
は
社
会
人
時
代
に

ジ
ュ
ニ
ア
の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の

コ
ー
チ
を
し
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
本
学
大
学
院
に
入
学
し
た
。

現
在
は
博
士
論
文
を
執
筆
し
な
が

ら
、
日
本
体
育
大
学
助
教
と
し
て
勤
務

し
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
コ
ー
チ
デ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
（
コ
ー
チ
の
コ
ー
チ
）
と

し
て
も
活
動
し
て
い
る
。

大学院・山田さんに優秀発表賞
日本スポーツ心理学会

山田弥生子さんと土屋裕睦教授

日
本
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
会
・
若
手
研
究
発
表
賞

大
学
院
・
村
部
さ
ん
に
最
優
秀
賞

紺
田
さ
ん
に
優
秀
賞

▲ 最優秀賞の村部聡亮さん（中）、
左は指導教官の藤本淳也教授

◀︎ 優秀賞の紺田俊さん（右）、
左は日本生涯スポーツ学会
の萩裕美子会長
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大
学
祭
「
第
55
回
雨
山
祭
」
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
、

３
年
ぶ
り
に
地
域
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
、
10
月
29
、
30
の
２
日
間
、
開
催
さ
れ
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
暁
（
あ
か
つ
き
）」。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
災
害
な
ど
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
く
中
、
雨
山
祭
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
、
明
け
方
の
よ
う
な

感
動
を
届
け
る
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
横
に
並
ん
だ
テ
ン
ト
で
は
、

学
生
が
く
じ
引
き
や
飲
料
販
売
な
ど
に
取
り

組
み
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
は
た
こ
焼
き
、
唐

揚
げ
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
な
ど

の
グ
ル
メ
が
提
供
さ
れ
た
。地
元
の
手
話
サ
ー

ク
ル
な
ど
が
小
物
や
衣
料
品
を
格
安
販
売
す

る
バ
ザ
ー
を
開
催
し
た
。

球
技
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
第
６
体
育
館
で
は

「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
」「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
が
行

わ
れ
、
事
前
に
参
加
を
申
し
込
ん
だ
学
生
が

参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
華
麗
な

ダ
ン
ス
、
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
部
の
ロ
ー
プ
・
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、「
ギ
ネ
ス
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
（
大
体
大
オ
リ
ジ
ナ
ル
）」
で
は
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
投
げ
や
踏
み
台
昇
降
な
ど
で
参

加
者
が
競
い
合
っ
た
。
恒
例
の
「
の
ど
自
慢

大
会
」
で
は
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
声
で
会
場

を
盛
り
上
げ
た
。

ま
た
、
今
年
は
お
笑
い
芸
人
を
多
数
招
い

た
の
が
大
き
な
特
徴
。
サ
バ
ン
ナ
八
木
さ
ん

が
司
会
し
た
ビ
ン
ゴ
大
会
や
レ
イ
ザ
ー
ラ
モ

ン
、
マ
ユ
リ
カ
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
中
村
、
ツ
ー
ト

ラ
イ
ブ
、
ガ
ク
テ
ン
ソ
ク
、
ザ
・
ぼ
ん
ち
さ

ん
ら
の
お
笑
い
ラ
イ
ブ
で
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。

終
了
後
、
雨
山
祭
実
行
委
員
会
の
福
田
翼

委
員
長
（
教
育
２
年
）
は
、「
今
年
は
３
年
ぶ

り
に
２
日
間
の
開
催
と
な
り
、
準
備
は
、
以

前
の
雨
山
祭
実
行
委
員
に
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細

を
聞
く
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
。
４
月
か
ら
準

備
し
て
半
年
間
い
ろ
い
ろ
大
変
な
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
参
加
し
た
お
客
さ
ん
と
実
行
委
員

に
感
動
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
。
今
年
は
先
輩
た
ち
に
支
え
ら
れ
た

が
、
来
年
は
後
輩
た
ち
を
支
え
る
た
め
に
頑

張
り
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
のJ:CO

M

が
雨

山
祭
の
ロ
ケ
を
実
施
し
、「
ク
イ
ズ
体
大
王
」

や
「
ギ
ネ
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
な
ど
体
大
生

の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
様
子
が
後
日
、
番
組

で
放
送
さ
れ
た
。

雨
山
祭 

３
年
ぶ
り
２
日
開
催

地
域
の
方
迎
え
、
芸
人
ラ
イ
ブ
な
ど
盛
大
に

ボーシャーくんと

第6体育館で行われたバレーボール大会

恒例「のど自慢大会」

特設ステージ横に並んだ模擬店の様子
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コラム

名誉教授�　 和 田 隆 夫
フォークな季節

ぼくの20代は、ほぼ1970年代だった。大学院生時代を含めて学
生という立場で気楽に貧乏な生活をしていた。その頃の思い出が今
夏の吉田拓郎の引退宣言でよみがえってきた。
70年代はフォークな季節だった。吉田拓郎や井上陽水を伴走者

にして走り抜いたように思う。ただそう言うけど、高校生になるま
でフォークソングはほとんど知らなかった。かろうじてラジオで聴
いていたのは、ジョーン・バエズの「ドナドナ」や「朝日のあたる
家」くらいだった。それはまさに点（ピンポイント）で聴くだけで、
ジャンルとしての広がりはなかった。
中3の修学旅行のバスでは、舟木一夫の「学園広場」をなんとか
歌うような子どもだった。テレビの歌番組はほとんど見なかったの
で、はやりの音楽情報はまったくといっていいほど知らなかった。
たまに従姉の家で彼女らのごひいきの「ロッテ�歌のアルバム」や
「ザ・ヒットパレード」で歌謡曲や洋楽の片鱗に触れていただけで
ある。
そんなぼくがふいにフォークソングと出会った。それは高校に入
学してすぐの頃だった。英語の文法の授業が終わると、3，4人の上
級生が教室に入ってきた。教壇に立つとその中の一人が軽音楽部の
勧誘を始めた。黒板には、英語教師の板書書きがそのまま残ってい
た。過去分詞(Past�Participle)の説明で「P.P.」と書かれていた。
軽音楽部の一人が､ それをみるとすぐに「＆�M.」とつけ加えた。
意味がわからなかった。すると後ろの席の女子がクスッと笑ってさ
さやいた。
「ピーター・ポール＆マリー」
翌日さりげなくクラスをリサーチして確信した。ぼくの知らない

うちに、P.P.M.の「500�Miles」（1962年）や「パフ」（1963年）が
学校の音楽シーンを席巻していたのだ。みんなが英語で歌えること
に驚いた。
ほとんど洋楽に触れることがなかったぼくは、これをきっかけに
ジョーン・バエズという点からピーター・ポール＆マリーに線がつ
ながり、それとは別の線も出てフォークロックを経由してボブ・ディ
ランを見つけた。
そんなことがあったあとすぐに中学時代の友だちからバンドを組

むから「歌えよ」と言われて、The�Woodpeckersに参加した。当初
ビートルズの「And�I�Love�Her」をコピーしたがあまりうまくいか
ず、いろいろあって、けっきょく女の子がわりと簡単にキャーと言っ
てくれるザ・タイガースのコピーに流れてしまった。当然なんの成
果もないまま練習をしていて、そのうちになぜかみんながトランペッ
トを練習しだして、ぼくは抜けた。
高2（1969年）の1月、東京大学の安田講堂で全共闘と機動隊

の衝突があり、東大入試が中止された。大阪では府立高校で高校
紛争がおこっていて、ぼくの高校も全校集会や学校封鎖と忙しくし
ていた。まさに政治の季節である。こうした時代にフォークソング
という新しいジャンルが芽生え、それが瞬く間に大きなうねりと
なっていった。時代のせいなのか、フォークソングの固有性なのか
わからないが、反体制・反商業主義のタグを付け、みんなギターを
もって巷にあふれていた。ぼくは、やがて反体制は反体制という体
制になり、反商業主義でビジネスをするような時代が来ると予感し

て眩暈ににた感覚をもつようになった。方向がわからなくなってい
た。「眩暈をするときは幸せなときよ」と教えてくれる女（ひと）が
いたがそうだろうか。
高校の文化祭では最終日夕方にファイヤーストームで大騒ぎをす

る。最後に肩を組んで岡林信康の「友よ」を歌った。当時反体制の
象徴のような曲だった。ぼくはみんなと違いその曲になじめなかっ
た。肩を組むのも嘘っぽくて嫌だった。それでもたき火を囲んで大
声で「夜明けは近い」と叫んでいたことを覚えている。ちょうどこ
の時期から「ナベサダとジャズ」を聴くようになり、1970年3月に
高校を卒業した。
大学に入った頃はまだ若者は混乱し
互いにぶつかりあっていた。フォーク
ソングはあまり聴かなかったが、1971
年10月にサンケイホールで「野坂昭如
　高石ともや　浅川マキ　フリーキッ
シュコンサート」があり、「受験生ブルース」の
高石ともやを聴きたくて足を運んだ。そこではじめて浅川マキの「夜
が明けたら」「ちっちゃな時から」「めくら花」を聴き、魂をつかま
れ､ そのまま今もフォークでもジャズでもブルースでもなく、でも
そのかけらのようなきらめきがいっぱい詰まった唯一無二の歌唱を
聴き続けている。
そんな頃に吉田拓郎が突然あらわれた。1972年の「結婚しよう

よ」、つづけて「旅の宿」とヒットした。あまりのかっこよさに驚い
た。この年の前後に、井上陽水も「傘がない」「夢の中へ」「心もよ
う」とたてつづけにヒット曲を出している。当時ぼくは京都北山通
のアパートに住んでいた。二人の曲、とくに「心もよう」は京都の
どこにいても、24時間いつでも耳にしていた印象がある。
反体制というタグのついたフォークな季節の中で、吉田拓郎は、

「結婚しようよ」で「ぼくの髪が肩までのびて　君と同じになった
ら・・・・結婚しようよ」と政治とかけ離れた日常を歌っていた。
このため「フォークソングではない」と批判され、「それならフォー
クでなくていい」と居直っていたのもかっこよかった。
「結婚しようよ」を聴くと思い出すことがある。高2のとき、化学
実験室の机に「授業はおもしろくない」といたずら書きをした。す
ると翌週、それに絡んだコメントを同じようにいたずら書きする下
級生がいた。そんなことが続き、その机は交換日記のようになっ
た。いま考えてみると衆人環視のやりとりだった。そんなある日下
級生はぼくを見たくなり友だちと化学実験室に来た。そこからぼく
たちはつきあいだした。彼女は、肩まで髪を伸ばしていた。当時ヒッ
ピーカルチャーの影響をお上品に受けていたぼくは髪を中途半端に
伸ばしだしていた。伸びるのに比例して、彼女は離れていった。そ
のことが不思議だった。「結婚しようよ」を聴いて、なおさら謎が
深まるばかりだった。でもいま当時のぼくの写真を見ると、ぼくは
彼女の手を握って「わかる」と言える。
吉田拓郎は最後のアルバムを6月28日にリリースした。そのタイ

トルがいい。
『ah—面白かった』
これでいきますか。

◆
◇
寝
不
足
の

人
も
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
サ
ッ

カ
ー
Ｗ
杯
で
日
本
は
優
勝
経
験

の
あ
る
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
に

勝
利
。
Ｊ
リ
ー
グ
が
開
幕
し
た

１
９
９
３
年
、
両
国
は
「
坂
の

上
の
雲
」
で
し
た
。
Ｐ
Ｋ
戦
で

敗
れ
た
ク
ロ
ア
チ
ア
戦
は
、
平

均
個
人
視
聴
率
は
20
・
２
％（
関

東
地
区
）。
約
２
５
０
０
万
人
が

テ
レ
ビ
を
見
て
、
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ａ

の
視
聴
数
と
合
わ
せ
て
約

５
０
０
０
万
人
が
観
戦
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
◆
◇
一
方
で
放

送
権
料
の
高
騰
は
深
刻
で
す
。

当
初
、
地
上
波
各
局
は
手
が
出

せ
ず
、Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ａ
が
２
０
０
億

円
を
出
資
し
た
こ
と
で
、
何
と

か
地
上
波
中
継
が
実
現
し
た
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
、

地
上
波
で
Ｗ
杯
が
視
聴
で
き
な

い
時
代
は
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ａ
は
無
料
で
視
聴
で

き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
の

可
能
性
を
広
く
社
会
に
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。
で
も
、
次
の
大

会
は
有
料
放
送
が
権
利
を
獲
得

し
た
ら
ー
ー
。
実
際
、
ア
ジ
ア

最
終
予
選
で
は
、
ア
ウ
ェ
ー
の

中
継
は
有
料
放
送
の
Ｄ
Ａ
Ｚ
Ｎ

だ
け
で
し
た
◆
◇
今
回
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
日
本
代
表
の

試
合
を
見
て
、
サ
ッ
カ
ー
、
さ

ら
に
は
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
知

っ
た
と
思
い
ま
す
。
お
金
な
ど

大
人
の
事
情
が
す
べ
て
で
は
な

く
、
国
中
が
注
目
す
る
よ
う
な

試
合
を
見
る
こ
と
は
大
切
な
権

利
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

英
国
で
は
法
律
で
、
重
要
な
大

会
は
貧
富
の
差
に
関
わ
ら
ず
、

無
料
で
視
聴
す
る
権
利
が
保
障

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。「
ス

ポ
ー
ツ
は
社
会
の
公
共
財
」。
熱

狂
を
機
に
そ
ん
な
意
識
が
根
付

く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

【
大
坪
康
巳
】
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